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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

｢しんきんフコクＳＲＩマザーファンド｣(以
下「親投資信託」といいます｡）の受益証券を
主要投資対象とします。なお、株式等に直接
投資することがあります。 

運 用 方 針 

①投資信託財産の成長を目指して運用を行い
ます。 

②投資にあたっては、主として親投資信託の
受益証券への投資を通じ、原則として以下
の投資方針に基づき運用を行います。 
・我が国の金融商品取引所上場株式を主要
投資対象とし、投資信託財産の成長を目
指して運用を行います。 

・ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）をベンチマー
クとし、これを中長期的に上回る運用成
果を目指します。 

・銘柄選定にあたっては、持続的に成長す
る可能性が高いと考えられる、財務面、環
境面、社会・倫理面を強く意識する企業へ
の投資を基本とします。 

・親投資信託の運用指図に関する権限は、
富国生命投資顧問株式会社に委託します。 

主 な 
投 資 制 限 

①株式（新株引受権証券および新株予約権証
券を含みます｡）への実質投資割合には制限
を設けません。 

②外貨建資産への投資は行いません。 

収 益 
分 配 方 針 

毎決算時に原則として以下の方針に基づき分
配を行います。 
・分配対象額の範囲は、経費等控除後の繰越

分を含めた利子・配当収入と売買益（評価
損益を含みます｡）等の全額とします。 

・分配金額は、委託者が基準価額水準等を勘
案して決定します。ただし、分配対象収益
が少額の場合は、分配を行わないこともあ
ります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

フコクＳＲＩ 

（社会的責任投資）ファンド 
確定拠出年金専用ファンド 

決算日 

（第21期：2025年４月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「フコク

ＳＲＩ（社会的責任投資）ファンド」は2025

年４月21日に第21期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、受益

者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に

投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ ※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

17期(2021年４月21日) 19,327 0 39.0 1,888.18 33.4 98.5 － 6,227 

18期(2022年４月21日) 19,235 0 △ 0.5 1,928.00 2.1 98.3 － 6,267 

19期(2023年４月21日) 20,600 0 7.1 2,035.06 5.6 98.4 － 6,743 

20期(2024年４月22日) 27,756 0 34.7 2,662.46 30.8 98.8 － 9,111 

21期(2025年４月21日) 27,449 0 △ 1.1 2,528.93 △ 5.0 98.1 － 9,010 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ ※ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2024年４月22日 27,756 － 2,662.46 － 98.8 － 

４月末 28,499 2.7 2,743.17 3.0 98.7 － 

５月末 28,832 3.9 2,772.49 4.1 98.9 － 

６月末 29,688 7.0 2,809.63 5.5 99.4 － 

７月末 29,541 6.4 2,794.26 5.0 99.8 － 

８月末 28,563 2.9 2,712.63 1.9 99.6 － 

９月末 28,282 1.9 2,645.94 △0.6 98.9 － 

10月末 28,816 3.8 2,695.51 1.2 98.9 － 

11月末 28,722 3.5 2,680.71 0.7 98.9 － 

12月末 29,838 7.5 2,784.92 4.6 99.3 － 

2025年１月末 29,911 7.8 2,788.66 4.7 99.4 － 

２月末 28,857 4.0 2,682.09 0.7 99.3 － 

３月末 28,666 3.3 2,658.73 △0.1 98.2 － 

(期  末)       

2025年４月21日 27,449 △1.1 2,528.93 △5.0 98.1 － 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

※東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値及び東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）に係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総

研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）に関する

すべての権利・ノウハウ及び東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、東証

株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証又

は販売されるものではなく、本商品の設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません。 
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○第21期の運用経過等（2024年４月23日～2025年４月21日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金再投資基準価額および東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、期首（2024年４月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化し

ています。 

（注３） ベンチマークは、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチマークとして、親投資信託である「しんきんフコク

ＳＲＩマザーファンド」の受益証券への投資を通じ、社会的責任を果たすことにより、持続的に成長する可能

性が高いと考えられる国内の企業に投資しています。 

当期の基準価額は下落しました。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利下げ期待が高まったこと。 

・国内企業の業績改善や企業価値向上のための施策が継続したこと。 

 

＜下落要因＞ 

・米国経済の減速懸念が高まったこと。 

・日米の金融政策の方向性の違いから円高が進行したこと。 

・トランプ大統領の関税政策が嫌気されたこと。 
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＜投資環境＞ 
（2024年４月～６月） 

当期のＴＯＰＩＸは2,662.46ポイント（2024年４月22日終値）の水準から始まりました。期初から５月中旬

の株式市場は、米国のインフレ懸念が和らぐ経済指標が続いたことや堅調な企業業績から、堅調に推移しまし

たが、下旬は、日銀による早期の利上げや国債買入れ減額に踏み切る可能性が意識され、国内金利が上昇した

ことから上値は重く推移しました。６月は、中旬にかけては、米雇用統計で米労働市場の底堅さが示唆された

ことで円安が進行した一方、フランスの政治情勢の混迷などを受けて海外投資家による日本株売りが増加し

たことにより一進一退の動きとなりました。しかし、下旬は、米ドル円が160円台まで上昇したことが支えと

なり、買いが優勢となりました。 

 

（2024年７月～９月） 

７月の株式市場は、米雇用統計で失業率が上昇するなど米国経済の減速を示唆する経済指標の発表が相次

いだことで、市場の利下げ期待が高まったことが好感されたことから続伸し、７月11日にＴＯＰＩＸが期中高

値となる2,929.17ポイントまで上昇しました。その後は、米供給管理協会（ＩＳＭ）製造業景況指数および米

雇用統計を受けて米国経済の減速懸念が高まったこと、日米の金融政策の方向性の違いから日米金利差が縮

小したことを受けて円高が進行したことから大きく下落し、８月５日にＴＯＰＩＸは期中安値となる2,227.15

ポイントとなりました。８月中旬から下旬にかけては、米小売売上高が市場予想を上回るなど米国経済の底堅

さを示す指標が相次いだことで、米景気後退懸念が和らぎ値を戻しました。９月の株式市場は、米雇用の減速

を示唆する経済指標の発表や、自民党総裁に金融政策の正常化に前向きな考えを示している石破氏が就任し

たことによる円高の進行が重しとなったことから、軟調な推移となりました。 

 

（2024年10月～12月） 

10月の株式市場は、衆議院選の結果が与党の過半数割れとなり、野党が主張する積極的な財政政策が実施さ

れるとの思わくが強まったことなどから上昇しました。11月は、米大統領選挙でトランプ氏が勝利したことか

ら、上昇する場面もありましたが、日銀が12月の金融政策決定会合で追加利上げを決めるとの観測があったこ

とや、同氏の関税政策などが重しとなったことから軟調に推移しました。12月は、日銀が金融政策決定会合で

利上げを見送るとの観測が高まり円安が進行したことや、資本効率を高める意向を表明した企業の株価が上

昇したことなどが支えとなり上昇しました。 

 

（2025年１月～４月） 

１月の株式市場は、トランプ政権の政策への警戒感や内外の金利上昇が投資家心理を圧迫し、一進一退とな

りました。２月は、日銀の利上げ観測の高まりを受けた円高や、トランプ大統領が中国・メキシコ・カナダに

対する関税引上げを３月から実施する意向を示したことが嫌気されたことから下落しました。３月から期末

にかけては、トランプ政権の関税政策をめぐる動きや為替、内外金利の変動を受けて荒い値動きになり、期末

のＴＯＰＩＸは2,528.93ポイント（2025年４月21日終値）で終了しました。 
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＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
親投資信託である「しんきんフコクＳＲＩマザーファンド」の受益証券の組入れを行い、当期を通じて組入

比率が高位となるように調整しました。 

 

●しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 

企業の社会的責任（ＣＳＲ）面、財務面双方の評価などを考慮し、銘柄の入替え、ウエイトの調整を行いま

した。組入銘柄数は、決算日時点で65銘柄となりました。なお、運用の指図に関する権限は、富国生命投資顧

問株式会社に委託しています。 

組入銘柄の選定は、個別企業に対する直接取材を通じて「環境」、「社会・倫理」、「ガバナンス」に関するそ

れぞれの対応を得点化し、総合で４段階（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）に評価しています。 

 

 
 

ＳＲＩ総合評価別投資比率および組入上位10銘柄（決算日時点）は、以下のとおりです。 
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富国生命投資顧問株式会社「スチュワードシップ活動の概況（抜粋）」 

「当社は、投資先企業やその事業環境等に関する深い理解のほか、サステナビリティの考慮に基づく建設的

なエンゲージメント等を通じて、当該企業の企業価値の向上やその持続的成長を促すことにより、お客さまか

ら委託された資金の中長期的な投資リターンの拡大を図ることが、スチュワードシップ責任であると考えて

います。 

投資先企業の財務面の情報だけではなく、ESG要素等の非財務情報も勘案して、投資先企業とエンゲージメ

ントを行うこと、また議決権を行使することにより、スチュワードシップ責任を果たしています。」 

（概況およびスチュワードシップレポートは同社のホームページでご確認いただけます。） 

〇スチュワードシップ活動の概況 

https://www.fukoku-cm.co.jp/company-profile/stewardship-overview.html 

〇スチュワードシップレポート 

https://www.fukoku-cm.co.jp/company-profile/stewardship-report.html 

  



品 名：90059_140859_021_02_フコクSRI（社会的責任投資）ファンド_1059185.docx 

日 時：2025/5/28 11:33:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の騰落率は△1.1％となり、同期間のＴＯＰＩＸの騰落率である△5.0％を3.9％上回りました。 

マザーファンドにおいて、ベンチマークの上昇率を上回ったその他製品の組入比率が高かったことや、下

回った輸送用機器の組入比率が低かったことなどが、プラス効果となり、ファンドの騰落率はＴＯＰＩＸを上

回りました。 

 

＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、経費控除後の配当等収益や期末の基準価額水準などを勘案して、見送りとし

ました。なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し運用の基本方針に基づき運用し

ます。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第21期 

2024年４月23日～ 
2025年４月21日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 19,827   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、運用の基本方針に従い、主として親投資信託である「しんきんフコクＳＲＩマザーファンド」の

受益証券に投資し、投資信託財産の成長を目指して運用を行います。 

 

●しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 

ＣＳＲ評価や財務評価の変更を総合的に考慮しながら、適宜入替えを行う方針です。また、保有銘柄につい

て、不祥事等が発生した場合は、調査・再評価のうえ、売却も検討します。なお、運用の指図に関する権限は、

富国生命投資顧問株式会社に委託します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 280  0.965  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (156)  (0.538)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (108)  (0.373)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 16)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 13   0.046   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 13)  (0.046)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 294   1.013    

期中の平均基準価額は、29,017円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.97％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 5,590 23,300 28,648 119,700 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

 

項 目 
当 期 

しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 4,133,553千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 11,055,305千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.37   
 
（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2025年４月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 2,279,719 2,256,661 9,003,174 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年４月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 9,003,174 99.4 

コール・ローン等、その他 52,718 0.6 

投資信託財産総額 9,055,892 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年４月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 9,055,892,161   

 コール・ローン等 52,716,696   

 しんきんフコクＳＲＩマザーファンド(評価額) 9,003,174,960   

 未収利息 505   

(B) 負債 45,698,096   

 未払信託報酬 45,588,096   

 その他未払費用 110,000   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,010,194,065   

 元本 3,282,576,682   

 次期繰越損益金 5,727,617,383   

(D) 受益権総口数 3,282,576,682口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 27,449円 

 
（注１） 当ファンドの期首元本額は3,282,810,160円、期中追加設定

元本額は85,652,503円、期中一部解約元本額は85,885,981円

です。 

（注２） １口当たり純資産額は2.7449円です。 
 

○損益の状況 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 53,414   

 受取利息 53,414   

(B) 有価証券売買損益 △   16,692,732   

 売買益 6,541,513   

 売買損 △   23,234,245   

(C) 信託報酬等 △   91,238,391   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  107,877,709   

(E) 前期繰越損益金 4,890,345,018   

(F) 追加信託差損益金 945,150,074   

 (配当等相当額) (  1,486,620,860)  

 (売買損益相当額) (△  541,470,786)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 5,727,617,383   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 5,727,617,383   

 追加信託差損益金 945,150,074   

 (配当等相当額) (  1,487,040,769)  

 (売買損益相当額) (△  541,890,695)  

 分配準備積立金 5,021,351,137   

 繰越損益金 △  238,883,828   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（131,006,119

円）、費用控除後の有価証券売買等損益額（0.0円）、信託約款

に規定する収益調整金（1,487,040,769円）および分配準備積

立金（4,890,345,018円）より分配対象収益は6,508,391,906

円（10,000口当たり19,827円）ですが、当期に分配した金額

はありません。 

（注５） 信託財産の運用指図に係る権限の一部を委託するために要

した費用として、マザーファンドの純資産総額のうち当ファ

ンドに帰属する部分に対して、年１万分の26の率を乗じて得

た金額を委託者報酬の中から支弁しています。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 

 
＜約款変更のお知らせ＞ 

投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。（2025

年４月１日実施） 
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運用報告書 

 

親投資信託 

しんきんフコクＳＲＩマザーファンド 
 

第21期 
(決算日：2025年４月21日) 

 
しんきんフコクＳＲＩマザーファンドの第21期に係る運用状況をご報告申し上げます。 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 親投資信託 

信 託 期 間 無期限 

主要投資対象 我が国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

運 用 方 針 

① 投資にあたっては、我が国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とし、投資信託財

産の成長を目指して運用を行います。 

② ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）をベンチマークとし、これを中長期的に上回る運用成果を

目指します。 

③ 銘柄選定にあたっては、持続的に成長する可能性が高いと考えられる、財務面、環境面、

社会・倫理面を強く意識する企業への投資を基本とします。 

④ 株式の組入比率は、原則として高位を保ちます。 

⑤ 運用指図に関する権限は、富国生命投資顧問株式会社に委託します。 

⑥ 市況動向あるいは資金動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。 

投 資 制 限 

① 株式（新株引受権証券および新株予約権証券を含みます｡）への投資割合には制限を設け

ません。 

② 新株引受権証券および新株予約権証券への投資は、取得時において投資信託財産の純資

産総額の20％以下とします。 

③ 投資信託証券への投資は、投資信託財産の純資産総額の５％以下とします。 

④ 同一銘柄の株式への投資は、取得時において投資信託財産の純資産総額の10％以下とし

ます。 

⑤ 同一銘柄の新株引受権証券および新株予約権証券への投資は、取得時において投資信託

財産の純資産総額の５％以下とします。 

⑥ 同一銘柄の転換社債、ならびに新株予約権付社債のうち会社法第236条第１項第３号の

財産が当該新株予約権付社債についての社債であって当該社債と当該新株予約権がそれ

ぞれ単独で存在し得ないことをあらかじめ明確にしているもの（以下会社法施行前の旧

商法第341条ノ３第１項第７号および第８号の定めがある新株予約権付社債を含め「転

換社債型新株予約権付社債」といいます｡）への投資は、取得時において投資信託財産の

純資産総額の10％以下とします。 

⑦ 外貨建資産への投資は行いません。 
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しんきんフコクＳＲＩマザーファンド －第 21 期－ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ ※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額  

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

17期(2021年４月21日) 26,984 41.1 1,888.18 33.4 98.5 － 7,661 

18期(2022年４月21日) 27,147 0.6 1,928.00 2.1 98.4 － 7,671 

19期(2023年４月21日) 29,360 8.2 2,035.06 5.6 98.4 － 8,186 

20期(2024年４月22日) 39,952 36.1 2,662.46 30.8 98.8 － 10,764 

21期(2025年４月21日) 39,896 △ 0.1 2,528.93 △ 5.0 98.1 － 10,416 
 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ ※ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2024年４月22日 39,952 － 2,662.46 － 98.8 － 

４月末 41,033 2.7 2,743.17 3.0 98.9 － 

５月末 41,546 4.0 2,772.49 4.1 98.9 － 

６月末 42,811 7.2 2,809.63 5.5 99.4 － 

７月末 42,637 6.7 2,794.26 5.0 99.7 － 

８月末 41,264 3.3 2,712.63 1.9 99.8 － 

９月末 40,889 2.3 2,645.94 △0.6 98.9 － 

10月末 41,696 4.4 2,695.51 1.2 99.0 － 

11月末 41,591 4.1 2,680.71 0.7 98.9 － 

12月末 43,244 8.2 2,784.92 4.6 99.3 － 

2025年１月末 43,387 8.6 2,788.66 4.7 99.4 － 

２月末 41,888 4.8 2,682.09 0.7 99.4 － 

３月末 41,644 4.2 2,658.73 △0.1 98.3 － 

(期  末)       

2025年４月21日 39,896 △0.1 2,528.93 △5.0 98.1 － 
 

（注１） 騰落率は期首比です。 

（注２） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

※東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値及び東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）に係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総

研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）に関する

すべての権利・ノウハウ及び東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、東証

株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証又

は販売されるものではなく、本商品の設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません。 
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しんきんフコクＳＲＩマザーファンド －第 21 期－ 

○第21期の運用経過等（2024年４月23日～2025年４月21日） 
 

＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

   
 

当ファンドは、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチマークとして、社会的責任を果たすことにより、持続

的に成長する可能性が高いと考えられる国内の企業に投資をしています。 

当期の基準価額は下落しました。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利下げ期待が高まったこと。 

・国内企業の業績改善や企業価値向上のための施策が継続したこと。 

＜下落要因＞ 

・米国経済の減速懸念が高まったこと。 

・日米の金融政策の方向性の違いから円高が進行したこと。 

・トランプ大統領の関税政策が嫌気されたこと。 

 

＜投資環境＞ 
（2024年４月～６月） 

当期のＴＯＰＩＸは2,662.46ポイント（2024年４月22日終値）の水準から始まりました。期初から５月中旬

の株式市場は、米国のインフレ懸念が和らぐ経済指標が続いたことや堅調な企業業績から、堅調に推移しまし

たが、下旬は、日銀による早期の利上げや国債買入れ減額に踏み切る可能性が意識され、国内金利が上昇した

ことから上値は重く推移しました。６月は、中旬にかけては、米雇用統計で米労働市場の底堅さが示唆された

ことで円安が進行した一方、フランスの政治情勢の混迷などを受けて海外投資家による日本株売りが増加し

たことにより一進一退の動きとなりました。しかし、下旬は、米ドル円が160円台まで上昇したことが支えと

なり、買いが優勢となりました。 

 

（2024年７月～９月） 

７月の株式市場は、米雇用統計で失業率が上昇するなど米国経済の減速を示唆する経済指標の発表が相次

いだことで、市場の利下げ期待が高まったことが好感されたことから続伸し、７月11日にＴＯＰＩＸが期中高
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値となる2,929.17ポイントまで上昇しました。その後は、米供給管理協会（ＩＳＭ）製造業景況指数および米

雇用統計を受けて米国経済の減速懸念が高まったこと、日米の金融政策の方向性の違いから日米金利差が縮

小したことを受けて円高が進行したことから大きく下落し、８月５日にＴＯＰＩＸは期中安値となる2,227.15

ポイントとなりました。８月中旬から下旬にかけては、米小売売上高が市場予想を上回るなど米国経済の底堅

さを示す指標が相次いだことで、米景気後退懸念が和らぎ値を戻しました。９月の株式市場は、米雇用の減速

を示唆する経済指標の発表や、自民党総裁に金融政策の正常化に前向きな考えを示している石破氏が就任し

たことによる円高の進行が重しとなったことから、軟調な推移となりました。 

 

（2024年10月～12月） 

10月の株式市場は、衆議院選の結果が与党の過半数割れとなり、野党が主張する積極的な財政政策が実施さ

れるとの思わくが強まったことなどから上昇しました。11月は、米大統領選挙でトランプ氏が勝利したことか

ら、上昇する場面もありましたが、日銀が12月の金融政策決定会合で追加利上げを決めるとの観測があったこ

とや、同氏の関税政策などが重しとなったことから軟調に推移しました。12月は、日銀が金融政策決定会合で

利上げを見送るとの観測が高まり円安が進行したことや、資本効率を高める意向を表明した企業の株価が上

昇したことなどが支えとなり上昇しました。 

 

（2025年１月～４月） 

１月の株式市場は、トランプ政権の政策への警戒感や内外の金利上昇が投資家心理を圧迫し、一進一退とな

りました。２月は、日銀の利上げ観測の高まりを受けた円高や、トランプ大統領が中国・メキシコ・カナダに

対する関税引上げを３月から実施する意向を示したことが嫌気されたことから下落しました。３月から期末

にかけては、トランプ政権の関税政策をめぐる動きや為替、内外金利の変動を受けて荒い値動きになり、期末

のＴＯＰＩＸは2,528.93ポイント（2025年４月21日終値）で終了しました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
企業の社会的責任（ＣＳＲ）面、財務面双方の評価などを考慮し、銘柄の入替え、ウエイトの調整を行いま

した。組入銘柄数は、決算日時点で65銘柄となりました。なお、運用の指図に関する権限は、富国生命投資顧

問株式会社に委託しています。 

組入銘柄の選定は、個別企業に対する直接取材を通じて「環境」、「社会・倫理」、「ガバナンス」に関するそ

れぞれの対応を得点化し、総合で４段階（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）に評価しています。 

 

評価視点 

環境 環境マネジメント体制、環境パフォーマンスの向上、環境・社会に配慮した事業活動 

社会・倫理 
品質管理の徹底、顧客満足度の向上、情報管理の徹底、サプライヤーとの共存共栄、人材確保・定着、ダイバーシティ、

労働環境の向上、社内コミュニケーション 

ガバナンス 
マテリアリティ（重要課題）の設定・取組み、ステークホルダーコミュニケーション、企業理念・行動規範の徹底、

コーポレートガバナンス体制、コンプライアンスの徹底 
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ＳＲＩ総合評価別投資比率および組入上位10銘柄（決算日時点）は、以下のとおりです。
 
ＳＲＩ総合評価別投資比率 

ＳＲＩ総合評価 比率 

Ａ 82.9％ 

Ｂ 15.2％ 

Ｃ 0.0％ 

Ｄ 0.0％ 

 
＜ＳＲＩ評価の定義について＞ 

富国生命投資顧問株式会社ではＳＲＩ面の評価を行う目的で、アナリスト、ファンドマ

ネージャーが企業のＳＲＩに関する取組みについて情報を収集しています。個別企業に

対する直接取材を通じて「環境」「社会・倫理」「ガバナンス」に関するそれぞれ企業の取組

み度合でスコア（０～３点）を算出し、総合で４段階（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）に評価します。評

価基準は以下の通りです。「Ａ」「Ｂ」は投資適格、「Ｃ」「Ｄ」は投資不適格と判断します。 

ＳＲＩ総合評価 点数 

Ａ 2.3点以上～3点 

Ｂ 1.8点以上～2.3点未満 

Ｃ 0点～1.8点未満 

Ｄ 取材拒否により算出不能 

 
組入上位10銘柄 

 銘 柄 名 投資比率 Ｓ Ｒ Ｉ の 着 眼 点 

１ ソニーグループ 5.1％ 

クリエイティビティとテクノロジーの力で、世界を感動で満たすことを目

指し、過去の実績に固執しない自由闊達なアイディアを受け入れる社風、

ガバナンスの透明性などを評価。 

２ 日立製作所 3.7％ 

組織・地域・世代を超えた連携力や多様な人財が活躍できるインクルーシ

ブな組織づくりなどにより、社会課題の解決を目指している点や透明性の

高いガバナンス体制を評価。 

３ トヨタ自動車 3.5％ 
経営トップのコミットメントの下、自動車業界の環境活動をけん引してい

るほか、水素社会の構築にも注力している点などを評価。 

４ 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 3.3％ 

「世界が進むチカラになる」というパーパスを体現するため、「挑戦と変革」

を支える人材育成に注力し、経営者が社内風土の改革を徹底している点を

評価。 

５ リクルートホールディングス 3.1％ 
情報の非対称性を軸に様々な新ビジネスを創出する力や中長期的な成長戦

略と融合したサステナビリティへのコミットメントを評価。 

６ 任天堂 3.0％ 

枯れた技術の水平利用で独創的なものをつくる「驚きの提供」という他社

にはない能力や、現社長に代わってから資本市場を意識した施策が見え始

めている点を評価。 

７ 野村総合研究所 2.8％ 

イノベーションによって未来を切り拓き、社会課題を解決する先に持続的

な企業価値向上があるという企業理念「未来創発」のもと、事業における

価値共創を通じた社会課題解決に取り組んでいる点を評価。 

８ 伊藤忠商事 2.6％ 
「三方よし」という理念のもとサステナビリティを重視した経営を推進。先

駆的な取組みによる持続的な成長を期待。 

９ 三井不動産 2.6％ 
街づくりを通して社会課題を解決することにより、「持続可能な社会」と

「継続的な利益成長」の実現を目指している点を評価。 

10 三菱商事 2.5％ 

創業以来の社是である「三綱領」の下、蓄積された知見などの経営資本を

含めた総合力を発揮しながら、経済価値・社会価値・環境価値から成るMSCV

（三菱商事共創価値）の拡大を目指していることを評価。 
 
※上記比率は純資産総額に対する比率です。 

※富国生命投資顧問株式会社のデータをもとにしんきんアセットマネジメント投信が作成しています。 

 

  

－ 16 －

添付ファンド_9pt_1059185.indd   16 2025/05/28   11:34:26



品 名：90059_159102_021_01_しんきんフコクSRIマザーファンド_1059184.docx 

日 時：2025/05/09 13:48:00 

ページ：2 

 

 

 

しんきんフコクＳＲＩマザーファンド －第 21 期－ 

富国生命投資顧問株式会社「スチュワードシップ活動の概況（抜粋）」 

「当社は、投資先企業やその事業環境等に関する深い理解のほか、サステナビリティの考慮に基づく建設的

なエンゲージメント等を通じて、当該企業の企業価値の向上やその持続的成長を促すことにより、お客さまか

ら委託された資金の中長期的な投資リターンの拡大を図ることが、スチュワードシップ責任であると考えて

います。 

投資先企業の財務面の情報だけではなく、ＥＳＧ要素等の非財務情報も勘案して、投資先企業とエンゲージ

メントを行うこと、また議決権を行使することにより、スチュワードシップ責任を果たしています。」 

（概況およびスチュワードシップレポートは同社のホームページでご確認いただけます。） 

〇スチュワードシップ活動の概況 

https://www.fukoku-cm.co.jp/company-profile/stewardship-overview.html 

〇スチュワードシップレポート 

https://www.fukoku-cm.co.jp/company-profile/stewardship-report.html 

 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の騰落率は△0.1％となり、同期間のＴＯＰＩＸの騰落率である△5.0％を4.9％上回りまし

た。ベンチマークの上昇率を上回ったその他製品の組入比率が高かったことや、下回った輸送用機器の組入比

率が低かったことなどが、プラス効果となり、ファンドの騰落率はＴＯＰＩＸを上回りました。 

 

＜今後の運用方針＞ 
ＣＳＲ評価や財務評価の変更を総合的に考慮しながら、適宜入替えを行う方針です。また、保有銘柄につい

て、不祥事等が発生した場合は、調査・再評価のうえ、売却も検討します。なお、運用の指図に関する権限は、

富国生命投資顧問株式会社に委託します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 19  0.046  (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (19)  (0.046)   

 合 計 19   0.046    

期中の平均基準価額は、41,969円です。  

 
（注１） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注２） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 

 

○売買及び取引の状況 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 1,077 1,985,080 1,002 2,148,473 
 (  582) (       －)

 
（注１） 金額は受渡代金。 

（注２） 単位未満は切り捨て。 

（注３） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれていません。 

 

○株式売買比率 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 4,133,553千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 11,055,305千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.37   
 
（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 単位未満は切り捨て。 

 

  

株式 
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○利害関係人との取引状況等 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年４月21日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

水産・農林業（0.5％）    

サカタのタネ 9.6 15.4 50,897 

建設業（2.1％）    

大和ハウス工業 50.7 42.7 219,734 

食料品（3.4％）    

日本ハム 22.8 － － 

味の素 22 50.6 148,182 

ニチレイ 28.1 55.2 108,688 

日清食品ホールディングス 27.9 27.4 87,132 

繊維製品（1.1％）    

東レ 122.4 120.5 108,895 

パルプ・紙（－％）    

レンゴー 59.1 － － 

化学（8.3％）    

旭化成 － 118.5 111,994 

レゾナック・ホールディングス 61.4 62.6 153,370 

信越化学工業 61.4 60.5 227,843 

ＫＨネオケム 31.8 31 73,935 

富士フイルムホールディングス 63.5 62.6 167,861 

ファンケル 39.8 － － 

エフピコ 9.6 － － 

ユニ・チャーム 29 85.5 113,971 

医薬品（2.9％）    

協和キリン 37.7 37.1 81,471 

中外製薬 18.7 18.4 154,928 

ロート製薬 10.1 9.9 23,289 

小野薬品工業 17.4 － － 

ペプチドリーム 17.8 17.5 32,830 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ガラス・土石製品（1.3％）    

ＡＧＣ 31.1 30.6 129,407 

鉄鋼（0.9％）    

ＪＦＥホールディングス 50.1 58.6 94,316 

非鉄金属（0.4％）    

ＤＯＷＡホールディングス 10.6 10.5 46,273 

機械（5.1％）    

ディスコ 2.9 2.9 77,256 

小松製作所 50.2 49.4 192,067 

ダイキン工業 10.1 9.9 158,400 

日本精工 163.9 161.4 94,096 

電気機器（17.3％）    

コニカミノルタ 183.5 － － 

日立製作所 28 111.3 380,646 

ニデック 22.8 44.9 93,841 

富士通 － 69.7 203,524 

ソニーグループ 35.7 156.5 528,500 

リオン 11.6 11.3 26,419 

芝浦電子 12.4 21.1 117,105 

ローム 31.7 － － 

浜松ホトニクス 36.7 67.1 77,601 

村田製作所 80.1 78.9 160,837 

東京エレクトロン 9.6 9.5 184,585 

輸送用機器（4.7％）    

川崎重工業 28.5 14.1 110,896 

トヨタ自動車 69.2 148.4 366,622 

シマノ 2.7 － － 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

その他製品（6.2％）    

バンダイナムコホールディングス 41.4 29.3 143,921 

フジシールインターナショナル 40.5 39.6 100,188 

ヤマハ 26.6 78.6 78,128 

任天堂 30.9 30.4 311,448 

電気・ガス業（1.5％）    

九州電力 － 56.7 69,429 

大阪瓦斯 19.3 25.4 88,722 

陸運業（1.8％）    

東日本旅客鉄道 － 55.6 179,421 

西日本旅客鉄道 58.7 － － 

海運業（1.6％）    

商船三井 33.8 33.2 162,945 

情報・通信業（10.6％）    

野村総合研究所 55.1 54.2 293,926 

オービック 9.7 45.3 223,193 

ＬＩＮＥヤフー 239.8 236.1 131,295 

日本電信電話 1,375.3 1,495 222,007 

ソフトバンクグループ 32 31.5 209,506 

卸売業（5.6％）    

コメダホールディングス － 15.4 45,137 

伊藤忠商事 44.2 40.7 273,178 

三菱商事 116.2 105.4 256,543 

小売業（4.5％）    

Ｊ．フロント リテイリング 71.9 46.3 77,668 

パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 36.1 35.5 156,200 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

丸井グループ 38.1 32.9 95,590 

ファーストリテイリング 2.8 2.8 129,500 

銀行業（10.3％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 318.2 206.6 341,509 

りそなホールディングス － 106.7 108,247 

三井住友トラストグループ 72.4 － － 

三井住友フィナンシャルグループ － 76.9 243,157 

千葉銀行 98.7 － － 

群馬銀行 － 157.2 176,928 

みずほフィナンシャルグループ － 53.6 181,382 

証券、商品先物取引業（0.6％）    

大和証券グループ本社 － 71.4 65,638 

保険業（1.9％）    

東京海上ホールディングス 43.1 38.3 199,351 

不動産業（2.7％）    

三井不動産 192.9 190.7 271,366 

サービス業（4.7％）    

ＵＴグループ － 7.7 14,637 

サイバーエージェント 119.4 117.5 139,707 

リクルートホールディングス 46.7 45.9 324,834 

合 計 
株 数 ・ 金 額 4,776 5,433 10,222,132 

銘柄数＜比率＞ 65 65 ＜98.1％＞ 
 

（注１） 銘柄欄の( )内は国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注２） 評価額欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

（注３） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注４） －印は組み入れなし。 
 

 

○投資信託財産の構成 (2025年４月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 10,222,132 98.1 

コール・ローン等、その他 194,140 1.9 

投資信託財産総額 10,416,272 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 
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しんきんフコクＳＲＩマザーファンド －第 21 期－ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年４月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 10,416,272,965   

 コール・ローン等 71,002,360   

 株式(評価額) 10,222,132,980   

 未収配当金 123,136,945   

 未収利息 680   

(B) 負債 0   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,416,272,965   

 元本 2,610,871,871   

 次期繰越損益金 7,805,401,094   

(D) 受益権総口数 2,610,871,871口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 39,896円 
 

（注１） 当親投資信託の期首元本額は2,694,487,540円、期中追加設定

元本額は10,966,513円、期中一部解約元本額は94,582,182円

です。 

（注２） 当親投資信託を投資対象とする投資信託の当期末元本額 

フコクＳＲＩ（社会的責任投資）ファンド 2,256,661,059円

しんきんＳＲＩファンド 354,210,812円

（注３） １口当たり純資産額は3.9896円です。 
 

○損益の状況 (2024年４月23日～2025年４月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 259,547,227   

 受取配当金 259,474,981   

 受取利息 71,675   

 その他収益金 571   

(B) 有価証券売買損益 △  253,578,174   

 売買益 1,225,923,897   

 売買損 △1,479,502,071   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 5,969,053   

(D) 前期繰越損益金 8,070,416,372   

(E) 追加信託差損益金 35,333,487   

(F) 解約差損益金 △  306,317,818   

(G) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,805,401,094   

 次期繰越損益金(Ｇ) 7,805,401,094   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注３） 損益の状況の中で(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の

際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 

 
＜約款変更のお知らせ＞ 

投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。（2025

年４月１日実施） 
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